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要約 

私達の学校のある岡山県浅口市金光町の学校周辺の環境調査を行いたいと考えた。環境を調べるには様々な方法

があるが，私達は，調査地点で採集できた昆虫類から得られる情報を使って，昆虫類の生息地である環境即ち調査

地点の環境を考察・推測できるのではないかと考え，本研究を行った。調査地点を環境の異なる2地点に定め，採

集物を比較し生態や食性などの情報から調査地点の植生や地形などの環境を考察した。また，外来生物の調査も行

い，全体にみられる割合なども調査した。 

This study is focused on returning the natural environment to a state in which fireflies can live. We studied 
about insects in Mt. Yosho and The Satomi-gawa River. Many species of insects collected using a sweeping method 
were identified.   
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1.序論 

以前，学校の裏に流れる小川にはホタルが飛んでいた

ことや，近隣の住民の方々によるホタルを復活させる環

境改善活動があることを聞いていた。しかし，現在では

この川はコンクリートで作り変えられ，ホタルも見かけ

ることもない。生えている植物や生息する生物，水質や

環境は以前に比べて変化したのだろうか。現在の状況は

どのようになっているのか，環境を調査し，学校のある

浅口市金光町の現状を調べようと考えた。 

2.研究内容 

環境について調べるには物理的・化学的情報などいろ

いろな方法があり，各種機器や化学的分析が主に用いら

れているが，私達は調査地点に生息する生物から調査で

きないかと考えた。その中でも，さまざまな環境に生息

している昆虫類から得られる情報から環境を調べられな

いかと考えた。 
昆虫を調査対象にした理由は，昆虫は種類数も個体数

も多く捕獲も容易で私達高校生にもデータ収集が可能で

はないかと思われ，昆虫類では一般的な種類については，

図鑑等の文献情報により食性や生息環境などの生態情報

を得ることが可能だからである。昆虫類の生息状況を調

査し，採集物から得られる生態情報を基に，調査地点の

環境の現状を推定することができるのではないかと考え，

研究を行うことにした。 

 また，採集物に含まれる外来生物についても調査した。

環境の変化には，在来の生態系に影響を及ぼすと思われ

る外来生物も関わっているのではないかと考えられる。

外来生物の影響は，生態系だけでなく，人や農産物など

への被害もあると聞く。調査地点では，どのような種が

どれくらい侵入しているのか，現状を明らかにしたい。 
〈研究方法〉 

1 調査地点 

岡山県浅口市の環境の異なる 2 地点に定めた。浅口市

金光町占見新田の里見川及びみかげ橋周辺の住宅地近く

の河川敷（図 1 参照）と，同地の遙照山登山道・鬼の手

形岩付近までの，畑が多く人家の少ない里山（図2 参照）

の2地点を調査することにした。 

  
    図１ 里見川河川敷        図２ 遙照山 

2 調査期間 

2012 年 2 月～7 月末までとした。春から初夏にかけて

のこの期間は，昆虫類の活動が活発な期間であるため採

集物の数や種類が得られやすいと考えたことと，底生動



物では幼虫などの同定が困難であるが，この期間で成虫

になった状態で採集を行えば同定作業も容易になるので

はないかと考え，この期間を採集期間とした。 
3 調査方法 

(1)昆虫類の採集 

無作為採集で，スウィーピング法（捕虫網を無作為に

振るう）と，里見川の底生動物については水網で採集し

た。 

  
  図３ 採集用具        図４ 採集活動 

(2)標本作製 

採集物の保存は乾燥標本と，液浸標本（底生動物のみ）

を作製した。 
標本作製の手順は，「自然観察の手引き（倉敷市自然史

博物館友の会）」に従った。大型の翅のある昆虫は展翅板

で展翅テープなどを使って展翅し，コウチュウ目などは

展足板で足や触角を整え，小型の昆虫は，整形して乾燥

後，台紙に貼り付けて昆虫針を刺した。害虫被害に遭わ

ないように数週間乾燥させ，展翅板・展足板に貼り付け

ていた針を外して，データラベル（採集地・日付・採集

者）を付ける。その後，標本箱に収納して金光学園生物

教室に保存している。 

   

図５ 展翅       図６ 展足     図７ 台紙 

(3)同定作業 

まず目，科別に分類し，次に図鑑の図や写真，説明文

と照合し，可能な限り，属・種名の同定を行った。細か

いところは双眼実体顕微鏡で観察しながら行った。 

また，倉敷市立自然史博物館の行事「標本の名前を調

べる会」も利用して同定作業の協力を得た。 

そして，植物食の昆虫と捕食性の昆虫の抽出・生息場

所の植生や環境の考察，外来種の抽出（文献で検索）を

し，採集物全体の状況を調べた。 

(4)水質調査 

河川敷の採集物の考察には，川の水質のデータも必要

と考えられるので，川の水の水質測定も行った。水温・

ｐH・DOなどの簡易検査と景観観察（川幅・水深・川底な

ど）を月1回測定・調査した。 

4 環境の考察 

採集できた昆虫類から得られる情報で，生息場所の状

況を整理しまとめる。 ①昆虫類の採集・比較，生態調査，

②植物食・捕食性昆虫の食性から調査地点の植生や環境

などの考察，③採集物に含まれる外来生物の調査，①～

➂の調査から得られた情報から生息地の状況を判定し，2

地点の情報から環境を考察する。 

5 結果 

(1) 調査地点①里見川 について 

  

図８ 採集物（昆虫類）    図９ 採集物（底生動物） 

表１  里見川河川敷 採集物  （昆虫類）      

目名 種数 

アメンボ目 1種 

カメムシ目 19種 

コウチュウ目 16種 

チョウ目 5種 

トビケラ目 1種 

トンボ目 4種 

ハエ目 2種 

 

表２  里見川河川敷 採集物 （底生動物）   

目名 種数 

ザラカイメン目 1種 

ニナ目 1種 

モノアラガイ目 2種 

ハナグリ目 2種 

ナガミミズ目 1種 

ワラジムシ目 1種 

ヨコエビ目 1種 

エビ目 1種 



カゲロウ目 1種 

トビケラ目 1種 

ハエ目 3種 

 

現在も引き続き同定作業を継続しており，結果・考察

は今回までに判明したもののみ（昆虫類48種，底生動物

10種）から考察する。 

まず，河川敷で採集した昆虫類（表 1 ，図 8 参照）

についてでは，採集物全体に含まれる量ではハエ目が一

番多かった。他にはトンボ目，カメムシ目，コウチュウ

目が採集できた。全体的に小型のものが多く採集された。

ヒメガムシやアメンボなどの水生昆虫もいくつかみられ

た。 

   
図10 ヒメガムシ        図11 アメンボ 

底生動物の採集物（表2 ，図9 参照）では，同定が

困難で種名が判明できるものがほとんどなかった。かろ

うじて目，科名が判明できたユスリカ科やブユ科，ハエ

目の幼虫，トビケラ目の幼虫と思われるものを確認した。

貝類では，カワニナ科，シジミ科，タニシ科などが採集

でき，サカマキガイやドブガイらしきものもあった。他

にミズムシやヨコエビ，ヌマエビも採集した。 

    
         図12底生動物 

採集時期については，底生動物では，トビケラ目が採

集開始時期から 5 月までの間で，それ以降は見られず，

カゲロウ目は 5 月の間だけ採集でき，ハエ目は 5 月以降

から採集できるようになった。陸上昆虫類は，4月後半か

ら多く採集できはじめた。カメムシ目は採集期間中採集

でき，トンボ目は5月以降から採集できはじめた。 

 里見川みかげ橋下は，土手から直接水がある地点では

なくいくらかの河川敷があるため，人が侵入して作業を

行うこともあるようだ。今回の調査中にも，何らかの作

業が行われたために川岸の植物が大掛かりに刈り取られ，

川底や川までのアプローチも採集活動や整備がされたた

め，採集活動を行っても昆虫類も底生動物もほとんど何

も採れなくなってしまった。そのため，6月以降は採集物

が得られにくかった。 

 水質調査について（表3 水質調査表 参照）は，調査

日や前日に降水があったことが多かった。川の水の様子

を目視すると，水色が黄色味を帯びていたり泡立ちがみ

られたりするなど，気になる点があった。 

表３ 里見川 水質調査表 

調査日 

２０１２． 

２．９．（木） 

２０１２． 

４．２５．（水） 

２０１２． 

５．９．（水） 

２０１２． 

６．１８．（月） 

２０１２． 

７．１２．（木） 

天候 晴れ時々 雪 くもり 

くもりのち雨

（雷雨） 

くもり くもり 

気温   ２１．０℃ ２３．５℃ ２６．８℃ ３１．５℃ 

川幅 ５～６ｍ ５～６ｍ ５～６ｍ ５～６ｍ ７～８ｍ 

水深 １５～５０ｃｍ ３０～５０ｃｍ ４０～６０ｃｍ ４０～８０ｃｍ ５０～１００ｃｍ 

川底の 

状態 

砂、５～１０ 

ｃｍの石が混 

砂、５～１０ 

ｃｍの石が混 

砂、５～１０ 

ｃｍの石が混 

砂、５～１０ 

ｃｍの石が混 

砂、５～１０ 

ｃｍの石が混 

水の色 

黄色 

浮遊物有 

黄色 

浮遊物・ 

洗剤の泡有 

黄色 

浮遊物有 

黄色 

浮遊物・ 

洗剤の泡有 

黄色 

大きめの 

浮遊物有 

水温 ４．８℃ ２２．０℃ ２１．０℃ ２６．５℃ ２５．９℃ 

ｐH 7.66 9.5 8.7 7.63 7.7 

溶存酸素 

（DO） 

１１．４  

 ｍｇ/Ｌ 

０．８  

 ｍｇ/Ｌ 

２．１  

 ｍｇ/Ｌ 

３．２   

ｍｇ/Ｌ 

２１．８  

 ｍｇ/Ｌ 

備考   

水量少・ 

洗剤様の泡 

数日短時間

の雷雨 

梅雨入り・ 

降雨後 

梅雨・前日 

夜間大雨 

 

   
２月          ４月         ５月 

  
６月          ７月         

図13  各月の景観写真 



 (2)調査地点②遙照山登山道 について 

   

図14 採集物 （昆虫類） 

表４  遙照山登山道  採集物   

目名 種数 

カメムシ目 16種 

コウチュウ目 23種 

チョウ目 18種 

トンボ目 8種 

ナナフシ目 1種 

ハエ目 2種 

ハチ目 5種 

 

 こちらも現在も同定作業を継続中であり，今回までに

判明したもののみ（74種）を使って考察する。 
登山道での採集物（表 4 ，図 14 参照）は，全体的

に河川敷で採集したものに比べて大型の昆虫が多かった。

種類ではカメムシ目がもっとも多く，コウチュウ目もた

くさん採集できた。チョウ目の仲間も多く採集できた。

トンボ目，ハチ目でも大型ものがみられた。 
登山道までのアプローチには，人家や畑，防火用水の

ため池などがみられる（景観写真 図15，16 参照）。ま

た登山道の道も整備されている。遙照山の周りにはいく

つかの低山が連なる。 

   
図15 景観写真          図16 景観写真  

 採集時期については，6月後半から7月頃からトンボ目，

チョウ目がよく採集されはじめた。セミ科は 7 月終わり

になってやっと採集でき，ガの仲間以外のチョウ目の大

型のものも7月後半から採集されはじめた。 

6 考察 

 調査地点①，②の採集物から，草食性・捕食性の昆虫

類を抽出し，生態情報から調査地点の環境を考察する。 

(1)調査地点①里見川河川敷 

全体の採集物の大部分はアブやカなどの仲間が多かっ

たのは，幼虫時代を水中で生活し，羽化後も捕食や産卵

などの生活を水辺で過ごすためや，小型であるため移動

距離も小さいことから河川敷で多く採集できたと思われ

る。次に多かったカメムシ目やコウチュウ目では，植物

食のものの割合が大きく，河川敷には多くの植物が生育

していることによると思われる。 
草食性昆虫（表5  参照）の食性から河川敷の植生を考

察すると，採集できたカメムシ目の多くがイネ科（カヤ

ツリグサなど）やキク科（アレチノギクなど），アブラナ

科（ダイコン，イヌガラシなど），ハギなどのマメ科，ヨ

モギなどの雑草やクワ，アサ科（カナムグラなど）を食

物としているものが多かったのでこれらが生育している

と思われる。このことは，水に覆われる期間が割合短く

植物が大きく生育できる広めの河川敷があることによる

ものと考えられる。アブラムシ科を捕食するテントウム

シの種類も見られ，ここに生育する植物にいる昆虫を捕

食する昆虫類（表6  参照）も集まっているようだ。また，

水生昆虫やハムシ科では水生植物（ジュンサイ，ヒシ，

ミズユキノシタなど）を食物とするものが確認されたの

で，湿性植物や抽水植物が生育していると考えられる。 
食草から考察する地形・地質については，採集した草

食性昆虫の食草の中にはイネ科の雑草などの水捌けの良

いところを好むものがあり，砂質土壌の部分に食草があ

ることがうかがえる。また，ひらけた止水域や緩流を好

み移動距離の小さい種類のトンボが多く生息しているこ

とから，この川の流れは大方緩やかで，水たまりのよう

な流れのないところにそれらの幼虫が生息しているもの

と思われる。採集したアオモンイトトンボ（図17  参照）

やクロイトトンボ（図 18  参照）などは，産卵を水生植

物の水面や水中に沈んでいる組織内に行うので，抽水植

物が生育していると思われる。水質は，水中で幼虫時代

を過ごし捕食する生物や，微小藻類を摂食している貝類

などが多くみられるので，プランクトンなどの生物も多

く生息する水であると考えられる。 



   
図17 アオモンイトトンボ     図18 クロイトトンボ 

 
表５ 草食性の昆虫 調査地点①里見川  

目名 科名 種名 

カメムシ目 カメムシ科 シラホシカメムシ 

カメムシ目 ホソヘリカメムシ科 ホソヘリカメムシ 

カメムシ目 サシガメ科 ヨコヅナサシガメ 

カメムシ目 カメムシ科 ウズラカメムシ 

カメムシ目 カメムシ科 ナガメ 

カメムシ目 ツチカメムシ科 ミツボシツチカメムシ 

カメムシ目 カメムシ科 アカヒメヘリカメムシ 

カメムシ目 カスミカメムシ科 ツマグロコアオカスミカメ 

カメムシ目 カスミカメムシ科 ヒメヨモギカスミカメ 

カメムシ目 カスミカメムシ科 アカスジカスミカメ 

カメムシ目 ヨコバイ科 マダラヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科 ヒメフタテンヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科 アカカスリヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科 ツマグロヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科 ヒシモンヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科 キスジミドリヒメヨコバイ 

カメムシ目 ヨコバイ科   

カメムシ目 コガシラアワフキムシ科 コガシラアワフキ 

コウチュウ目 ゾウムシ科 ギシギシタコゾウムシ 

コウチュウ目 ゾウムシ科 アルファルファタコゾウムシ 

コウチュウ目 ゾウムシ科 サルゾウムシ sp. 

コウチュウ目 ハムシ科 クワハムシ 

コウチュウ目 ハムシ科 ジュンサイハムシ 

コウチュウ目 ハムシ科 トホシクビホソハムシ 

チョウ目 シャクガ科 ウラベニダシャク 

チョウ目 シロチョウ科 モンシロチョウ 

チョウ目 タテハチョウ科 キタテハ 

チョウ目 タテハチョウ科 テングチョウ 

チョウ目 シジミチョウ科 ルリシジミ 

 

表６ 捕食性の昆虫  調査地点①里見川   

目名 科名 種名 

アメンボ目 アメンボ科 アメンボ 

コウチュウ目 ジョウカイボン科 ジョウカイボン 

コウチュウ目 テントウムシ科 ナナホシテントウ 

コウチュウ目 テントウムシ科 ヒメカノコテントウ 

コウチュウ目 テントウムシ科 ナミテントウ 

コウチュウ目 テントウムシ科 キイロテントウ 

コウチュウ目 テントウムシ科 ヒメテントウ属 

トンボ目 イトトンボ科 アオモイトトンボ 

トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ 

トンボ目 トンボ科 シオカラトンボ 

トンボ目 イトトンボ科 セスジイトトンボ 

ハエ目 ガガンボ科 クロキリウジガガンボ 

ハエ目 ガガンボ科 マダラガガンボ 

表7捕食性の昆虫 調査地点①里見川  (底生動物) 

目名 科名 種名 

カゲロウ目 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ 

トビケラ目 ？ ？ 

ハエ目 チョウバエ科 チョウバエ科の一種 

ハエ目 ユスリカ科 ？ 

 
外来生物については，モンシロチョウ（図 19  参照），

ヨコヅナサシガメ（図20  参照），アルファルファタコゾ

ウムシ（図 21  参照）が同定できた。モンシロチョウは

数が多くみられた。モンシロチョウの幼虫はアブラナ科，

ヨコヅナサシガメはエノキ・サクラ類などをすみかとす

る。 

    
図19 モンシロチョウ      図20 ヨコヅナサシガメ 

 図21 アルファルファタコゾウムシ 



(2)調査地点②遙照山登山道  

採集物全体からみると，河川敷に比べ大型の昆虫が採

集できた。幼虫が樹木を食草としているものが多い。ま

た，幼虫の食草が山野に多いものが多かった。捕食性の

（表 9  参照）トンボ目，ハチ目でも大型ものが多く採

集でき，餌となる他の昆虫も豊富も豊富に生息している

ことがうかがえる。山中に棲むバッタなど大型の昆虫を

捕食する種類が多く，生活場所も山地や林間に生息する

ものが主だった。 
植物食の昆虫（表 8  参照）の食性から遙照山の植生

を推定すると，採集できた植物食のカメムシ目の食物は

広葉樹（カエデなど）や果樹（ミカン，モモ，ナシ，リ

ンゴ，ウメなど）や，イネ科やマメ科の雑草，ダイズ，

ゴマ，ニンジンなどの畑作物など，コウチュウ目では広

葉樹・針葉樹，果樹・柑橘類などの樹木，チョウ目では

幼虫が果樹・柑橘類，落葉樹，バラ科（バラ，コデマリ，

ユキヤナギなど），ニシキギ科，ニレ科，ヤナギ類などと，

マメ科（カラスノエンドウ，ダイズなど），セリ科，ブナ

科，イネ科などの植物を食物にしており，これらが生育

していると思われる。 
トンボ目では，生活場所が山地や林間・池沼や湿地な

どの種が採集できた。遙照山では里見川では確認できな

かったアサヒナカワトンボ（図22  参照）が確認できた。

本種の幼虫は，主として山地・丘陵地の渓流・緩流に生

息し，成虫も流れからあまり離れないことから，里見川

で発生した個体ではなく，遙照山の調査地点付近の谷川

で発生しているものと考えられる。 

        
            図22 アサヒナカワトンボ 

食草から考察する地形・地質については，登山道入り

口付近のため低山地の山林であるので日当たりが良く，

常緑小高木の落葉樹，照葉樹の山林であると考えられ，

畑や人家の庭などに利用された土壌であるので，栽培さ

れる樹木を食樹とする昆虫が多い。畑作物や雑草・花な

どが食草である昆虫類が確認できることから畑が存在し，

畑土や周辺の土は排水が良く耕土の深い砂質土壌も含ま

れると思われる。 

 
表８ 草食性の昆虫 調査地点②遙照山  

目名 科名 種名 

カメムシ目 オオホシカメムシ科 オオホシカメムシ 

カメムシ目 ウンカ科  タケウンカ 

カメムシ目 ウンカ科 sp.   

カメムシ目 カメムシ科 キマダラカメムシ 

カメムシ目 カメムシ科 ブチヒゲカメムシ 

カメムシ目 カメムシ科 ナガメ 

カメムシ目 カメムシ科 シラホシカメムシ 

カメムシ目 カメムシ科 ヒメナガメ 

カメムシ目 カメムシ科 シロヘリクチブトカメムシ 

カメムシ目 コガシラアワフキムシ科 コガシラアワフキ 

カメムシ目 セミ科 アブラゼミ 

カメムシ目 セミ科 ニイニイゼミ 

カメムシ目 ナガカメムシ科 ヒゲナガカメムシ 

カメムシ目 ホソヘリカメムシ科 クモヘリカメムシ 

カメムシ目 マルカメムシ科 マルカメムシ 

カメムシ目   クロホシカメムシ 

コウチュウ目 カミキリムシ科 ノコギリカミキリ 

コウチュウ目 オトシブミ科 ヒメクロオトシブミ 

コウチュウ目 カミキリムシ科 トガリシロオビカミキリ 

コウチュウ目 カミキリムシ科 ゴマダラカミキリ 

コウチュウ目  クチキムシ科 アカバネツヤクチキムシ 

コウチュウ目  クチキムシ科 トビイロクチキムシ 

コウチュウ目 コガネムシ科 シロテンハナムグリ 

コウチュウ目 ゴミムシダマシ科 キマワリ 

コウチュウ目 コメツキムシ科   

コウチュウ目 ゾウムシ科 チビシギゾウムシの一種 

コウチュウ目 ゾウムシ科 ダイコンサルゾウムシ 

チョウ目 シャクガ科     ウメエダシャク 

チョウ目 マダラガ科 ホタルガ 

チョウ目 スズメガ科 モモスズメ 

チョウ目 シャクガ科     ハグルマエダシャク 

チョウ目 カノコガ科 キハダカノコ 

チョウ目 アゲハチョウ科 アゲハ 



チョウ目 シロチョウ科 モンシロチョウ 

チョウ目 シジミチョウ科 ベニシジミ 

チョウ目 シジミチョウ科 ムラサキシジミ 

チョウ目 タテハチョウ科 ゴマダラチョウ 

チョウ目 タテハチョウ科 ホシミスジ 

チョウ目 タテハチョウ科 ツマグロヒョウモン 

チョウ目 アゲハチョウ科 キアゲハ 

チョウ目 シジミチョウ科 ムラサキツバメ 

チョウ目 シジミチョウ科 ヤマトシジミ 

チョウ目 タテハチョウ科 ヒメウラナミジャノメ 

チョウ目 シジミチョウ科 ツバメシジミ 

   

表9捕食性の昆虫 調査地点②遙照山   

目名 科名 種名 

コウチュウ目 オサムシ科 ハンミョウ 

コウチュウ目 シデムシ科 オオヒラタシデムシ 

コウチュウ目 テントウムシ科 コクロヒメテントウ 

トンボ目 トンボ科 シオカラトンボ 

トンボ目 カワトンボ科 アサヒナカワトンボ 

トンボ目 ヤンマ科 ウチワヤンマ 

トンボ目 トンボ科 シオヤトンボ 

トンボ目 トンボ科 ウスバキトンボ 

トンボ目 トンボ科 オオシオカラトンボ 

トンボ目 サナエトンボ科 タイワンウチワヤンマ 

トンボ目 ヤンマ科 ヤブヤンマ 

ハエ目 ムシヒキアブ科 マガリケムシヒキ 

ハエ目 アブ科 アカウシアブ 

ハチ目 クモバチ科 ベッコウクモバチ 

ハチ目 ツチバチ科 アカスジツチバチ 

ハチ目 ジガバチ科 キンモウアナバチ 

ハチ目 ジガバチ科 コクロアナバチ 

ハチ目 ジガバチ科 サトジガバチ 

 
外来生物では，キマダラカメムシ（図23  参照），モン

シロチョウ（図 24 参照）が同定できている。キマダラ

カメムシはサクラ・ナシを加害し，モンシロチョウはア

ブラナ科を加害する。こちらの地点もモンシロチョウの

数が多かった。 

     
  図23 キマダラカメムシ      図24モンシロチョウ 

2つの地点の採集物と水質から，浅口市金光町の調査地

点の現状を考察する。 

里見川及び河川敷に棲む生物をみると，植物，トンボ

目他の昆虫類，アメンボ（図 25  参照）などの水生昆虫

やエビ目や貝類他の底生動物など多くの生物が生息して

いた。 

里見川は，天井川で流れが西から東に向かっている。

昔は降雨などによる水量の増加のため氾濫したこともあ

った。現在でも，降水量が多い時の前後には水量の増減

の幅が大きい。水質調査結果（表3  水質調査表 参照）

をみると，4月のデータのｐＨやＤＯなどの値と7月の降

雨後のデータを比較すると大きく異なる。また 7 月は，

前夜の降雨時水量が増加したが，測定時にはこの程度ま

で減少していた。2月の冬季は水量が少なく，7月の梅雨

時などは川幅や水深も増加している。 

これは，この川が小規模であるため，大規模な降雨で

なくても流量や流速に変動がおきる川であることが言え

る。川は攪乱されることで生物の種や数が保たれる（参

考文献：河川生態系の基礎知識 参照）。このデータから，

里見川では攪乱が小規模であるが常時起こっていて，生

物にとっては良い環境が保たれているのではないかと考

えられる。 

 

      
         図25 アメンボ 

次に遙照山については，水域や森林・草原・水辺など

の環境の多様性の指標性を示すトンボ目が多数採集でき

たことから，付近の水辺環境は整っていることが考えら

れ，大型のトンボ目が多数採集できたことから，多種多



数採集できたチョウ目が捕食対象となっていると考えら

れ，植生環境の指標性を示すチョウ目の食草の種類も

様々であるので，調査地点の植生も多様であると推測さ

れる。 
外来生物については，モンシロチョウがどちらの地点

でも多数確認された。里見川河川敷ではセイヨウカラシ

ナの群生（図26 参照），遙照山では付近にキャベツ畑（図

27  参照）を確認しており，それらの環境で発生したも

のではないかと考えられる。また，遙照山ではキマダラ

カメムシ他がみられ，河川敷ではヨコヅナサシガメがみ

られ，今回 2 地点で採集した外来生物はすべて草食性の

昆虫だった。 

  
図26  景観写真 里見川      図27 景観写真 遙照山 

3.結論 

今回の調査は昆虫類の食性から生息地の環境について

考察した。この 2 地点の結果の中から，特にトンボ目に

着目して考察すると，水辺環境に生活を依存したトンボ

目が多くみられたのは，水辺環境に多様な植物が生育し

多くの昆虫類が生息することから，餌となる昆虫類が多

く生息しているためではないかと考えられる。水生の幼

虫期だけでなく成虫にとっても生物相豊かな水辺環境は

必要であり，それが生息する生物にとっても良い環境で

はないかと思われる。 

浅口市金光町占見新田の昆虫類からみた環境は，水辺

の環境が良いことから，植物やそれに纏わる生物が多様

に生息している地域であるのではないかと考えられる。 

外来生物については，モンシロチョウなど一部の種類

を除いて，種数はあまり多くは確認できなかった。金光

町に侵入している外来生物の種類が少ないのか，調査期

間が短期間であったため採集できていないかは判断でき

ない。 

4.今後の課題 

今後の研究課題は，浅口市金光町を含む岡山県南西部

は昆虫類についてあまり研究・調査されていない地域な

ので，今回のこのデータを元に今後もこの地域の昆虫類

の生息調査を行いたい。また，環境については，調査方

法を検討し，実験などの明確なデータが得られる方法や

観察方法を工夫して調査を続けたい。外来生物について

も，在来の生態系のなかで他の生物への影響が心配され

ており，今後も引き続き注目して調査したい。 
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